
資料1－2  

既存化学物質審査シート（人健康影響・生態影響）  

（平成21年10月23日開催）   

官報公示   CASNo 
物質名称  

整理番号   頁  

2－483  123－63－7  パラアセトアルデヒド   二監相当  

4－1531  31127－54－5  2，3，4，4’－テトラヒドロキシベンゾフエノン   二監相当   三監相当でない  3   

5－1037 5－1038  108－80－－5  イソシアヌル酸   
二監相当でない  三監相当でない   6   

3－442  88－73－3  0－クロロニトロベンゼン   9   

2－163  112－24－－3  トリエチレンテトラミン   

3－407  89－63－4  4－クロロー2一ニトロアニリン  13   

9－920  10トー20－・2  3，4，4’一トリクロロジフ工ニル尿素  15   

3－2230  108－87－・2  メチルシクロヘキサン  17   

3－2232  11ト78－4  1．5－シクロオクタジ工ン  19   

2－28  764－13－・6  2，5－ジメチルヘキサー2，4－ジ工ン  21   

2－164  4067－16・－7  ペンタエチレンヘキサミン  23   

［3一（2一エチルヘキシルオキシ）プロピルアミン］トリフ工ニル   
3－4392  250578－38－2  

二監相当   
ホウ素（Ⅲ）   三監相当   
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既存化学物質審査シート  

官報公示  CASNo・123．63‾7  

整理番号   

判定結果  人健康影響第二種監視化学物質相当  

名称   名 称：パラアセトアルデヒド   

構造式等  分子量：132．16  

分子式：C6H120こi  

H3CYOYC”3  

OYO  
CH3   

用途  

製造及び  

輸入数量  

外観   無色液体   

分解性  難分解性   

蓄積性  高濃縮性でない   

Ames   ［既存化学物質安全惟点検に係る毒性試験結果］  

陰性  

純度88．5％，．溶媒（注射用水溶解）．  

TA98，TAIOO，TA1535，TA1537，WP2uvrA．純度換算有り☆  

5000〃g／plateまで実施したヰ備通＿量選定試験の結果を参考に以下の濃度まで実施．  

（本試験Ⅰ）  

一S9mix群ニ5000〃g／plate☆  

＋S9mix群：5000pg／plate☆  

（本試験ⅠⅠ）  

S9mix群：5000Jlg／plate☆  

＋S9mix群：5000FLg／plate☆   

染色体   ［既存化学物質安全性点検に係る毒性試験結果］   

異常   陽性  

D20値＝0．67mg／mL（24時間処理群：構造異常）  

一S9mix群及び24時間処理群において構造異常の誘発．  

純度88．5％．溶媒（注射用水一溶解）．CHL／IU．純度換算有り☆  

1．3mg／mL（10mM）まで実施した細胞増殖抑制試験の結果を参考に以Fの濃度まで実施．  

S9mix群：1．3mg／mL＊  

＋S9mix群：1．3mg／mL＊  

24時間処理群：1．3mg／mL☆  

※ 被験物質中に11，2％含まれるアセトアルデヒドが0．03mg／mL以上で構造異常を誘発  

することが知られていることから、本物質の染色体異常の誘発はアセトアルデヒドに  

起因する可能性があると試験責任者は考察している。   

28日間  既存化学物質安全性点検に係る毒性試験結果  

反復投与   

投与方法  強制経口投与 溶媒：コーン油  

純度   99．9％  

用量   3用量（100，300，1000mg／kg／day）  



死亡   なし  

NOEL  100mg此g／day  

推定根拠  組織学的所見（肝一小葉中心性肝細胞肥大：300以上♂1000♀、門脈域肝細胞空  

胞化減少：300以上♂）  

他の毒性  機能検査（着地開脚幅†：1000♂♀）  

自発運動量1：1000♂♀  

相対重量（肝†：1000♀）  

組織学的所見（胃【境界線肥厚：1000♂♀）  

回復期：後肢握力1：1000♀  

回復性  問題なし   

人健康影  Ames試験は陰性であるが染色体異常試験は陽性であり、NOELlOOmg／kg／dayかつ神経   

響判定根  

拠   

備考  
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既存化学物質審査シート  

官報公示  CASNo・31127－54．5  

整理番号   

」定結果  人健康影響 第二種監視化学物質相当  

生態影響 収集された情報からは第三種監視化学物質に該当するとは判断されない。   

名称   名 称：2，3，4，4’一テトラヒドロキシベンゾフ工ノン   

構造式等  分子量：246．22  

分子式：C13HlOO5  
○  

HO  0H  

OH   

用途  
製造及び  

輸入数量  

外観   黄色粉末   

分解性  難分解性   

蓄積性  高濃縮性でない   

Ames   ［既存化学物質′友↑性点検に係る毒性試験結果］  

陰性  

純度100．1％．（DMSO一溶解）．  

TA98，TAlOO，TA1535，TA1537，WP2uvrA．  
5000／lg／plate圭で実施した用量設定試験の結果を参考に以下の濃度まで実施．  

」本試験Ⅰ）  

rs9mix群‥50〃g／plate（TA98，TA1537‥25〃g／plate以Lで菌の生育阻害）  

1000［Lg／plate（TA1535二500FLg／plate以上で菌の生育阻害）  

（mlOO：最高用量で菌の生育）  

2000／Jg／plate（WP2uvrA：最高用量で菌の生育阻害）  

＋S9mix群：5000Flg／plate（TAlOO，TA1535，WP2uvrA：  

2500〃g／plate以上で菌の生育阻害）  

（m98，m1537：最高用量で菌の生育阻害）  

（本試験Ⅲ）  

－S9mix群：50〃g／plate（TA98，TA1537：25Flg／plate以上で菌の生育阻害）  

10001Jg／plate（TA1535：500llg／plate以上で菌の生育阻害）  

（mlOO：最高用量で菌の生育阻害）  

2000FLg／plate（WP2uvrA：最高用量で菌の生育阻害）  

＋S9mix群‥5000FLg／plate（2500LLg／plate以上で菌の生育阻害）   
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染色体   ［既存化学物質安全性点検に係る毒性試験結果］   

異常   軽微な陽性  

±S9mix群において構造異常の誘発．  

純度99．86％※．（DMSO一溶解）．CHL／IU．  

2．50mg／plate（10mM）まで実施した細胞増殖抑制試験の結果を参考に以下の濃度まで実  

施．  

（本試験）  

一S9mix群：0．313mg／mL（細胞毒性のため0．156mg／mLまで観察）  

＋S9mix群：0．625mg／mL（細胞毒性のため0．313mg／mLまで観察）  

24時間処理群：0．313mg／mL（細胞毒性のため0．0391mg／mLまで観察）  

48時間処理群：0．0391mg／mL  
（確認試験）  

AS9mix群：0．050mg／mL  

＋S9mix群：0．500mg／mL（細胞毒性のため0．400mg／mLまで観察）  

※ 確認試験に用いた被験物質の純度は99．91％。  

※ 一S9mix群の2用量以上で陽性を示したことから総合的に陽性と判定したが、陽性を  

示した2用量で出現頻度に用量依存惟が見られないことから、試験責任者はD20値の  

算出は不可能としている。   

反復経口  既存化学物質安全性点検に係る毒性試験結果  

投与毒  

性・生殖  

発生毒性  99．91％  

併合試験  3用量（100，300，1000mg／kg／day）  

（Repro′m  1000（♀：1／17）  

Ⅹ）   NOEL  反復投与：100mg／kg／day未満  

生殖発生：100mg／kg／day  

推定根拠  反復投与：  

組織学的所見（盲腸一粘膜上皮単細胞壊死・粘膜び漫性過形成  

：100以上♂♀）  

尿検査（尿潜血：100以上♂）  

生殖発生：  

体重［分娩後4日］J：300以上♀  

体重【生後0日】J：300以上♂♀  

他の毒性  反復投与：  

体重1：1000♂♀  

血液学的検査（RBCl：300♂、Pl汀†：1000♂♀、Glul・HgbJ・Hctl・  
MCHCJ：1000♂）  

血液生化学的検査（Pi†：300以上♂）  

絶対重量（胸腺1：300以上♀）  

相対重量（胸腺J：300以上♀、肝†：1000♂♀）  

組織学的所見相干一小葉辺縁性肝細胞空胞化減少：300以上♀1000♂、  

胸腺一萎縮：300以上♀）  

回復期  

血液学的検査（RET†：1000♂）  

生殖発生：  

回復性  RBCl、HgbJ、肝†   

人健康影  Ames試験は陰性であり染色体異常試験は軽微な陽性であるが、NOELlOOmg／kg／day末   

響判定根  

拠   
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藻類生長  生物種：fな錯（わ必衰通刀e∫元此才g〃ム呼血ね   

阻害試験  試験法：化審法TG（2006）  

培養方式：振とう培養  

純度：99．9％  

試験濃度：設定濃度 0．50、1．0、2．2、4．6、9．6、20mg几  

実測濃度 0．12、0．23、1．1、2．3、6．1、15mg几（ばく露開始時）  

助剤：なし  

72hEC50（実測値に基づく）＝6．4mg／L  

72hNOEC（実測値に基づく）＝1．1mg／L  

①被験物質は試験条件下で構造類似の変化物を生じるが、被験物質と同様に生長阻害を示  

すことが推察されたことから、ばく露開始時の実測濃度に基づいて毒性値を算出した。   

ミジンコ  生物種：オオミジンコ軸血由mβgⅥ∂   

急性遊泳  試験法：化審法TG   

阻害試験  試験方式：半止水式、24時間後に換水  

純度：99．9％  

試験濃度：設定濃度10、18、32、56、100mg几  

実測濃度 4．4、8う、16、33、64mg几（時間加重平均値）  

助剤：なし  

48hEC50（実測値に基づく）＝39mg几   

ミシンコ  生物種：オオミジンコ月叩丘〟元皿∂g刀β   

繁殖阻害  試験法二OECD－TG211（1998）   

試験   試験方式：半止水式、毎日換水  

純度：99．9％  

試験濃度二設定濃度 0．70、2．2、7．0、22、70mg／L  

実測濃度 0，36、1．2、3．7、12、 mg／L（時間加車平均値）  

助剤：なし  

21dNOEC（実測値に基づく）＝3．7mg几   

魚類急′性  生物種：ヒメダカ伽ねβ血ゆeβ   

毒性試験  試験法：化審法TG  

試験方式：半止水式、24時間毎に換水  

純度：99．9％  

試験濃度：設定濃度10、18、32、56、100mg／L  

実測濃度 3．7、6．1、12、24、52mg几（時間加重平均値）  

助剤：なし  

96hI．C50（実測値に基づく）＝36mg几  

以Fの濃度群において以下のような毒性症状が認められた。  

24mg几群：遊泳異常（48h2／10、72h2／10、96h3／10）   

生態影響  藻類生長阻害試験において72hEC50＝6．4mg几、72hNOEC二1．1mg几、ミジンコ急性遊   

判定根拠  泳阻害試験において48hEC50＝39mg几、ミジンコ繁殖阻害試験において21dNOEC＝3．7  

mg／Ⅰ．、魚類急性毒性試験において96hLC50＝36mg几であることから、第三種監視化学  

物質相当でない。   

備考  
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既存化学物質審査シート  

官報公示  5－1037  CASNo．108－80－5   

整理番号  5－1038   

促結果  人健康影響 収集された情報からは第二種監視化学物質に該当するとは判断されない 。  

生態影響 収集された情報からは第三種監視化学物質に該当するとは判断されない。   

名称   名 称：イソシアヌル酸   

構造式等  分子量：129．07  

分子式：C3H3N303  

H  

OYNYO  
”NYN”  

○   

用途   殺虫剤、殺菌剤、添加剤（樹脂用）等※1   

製造及び  

輸入数量   

外観   白色結晶性粉末   

分解性  難分解性   

蓄積性  高濃縮性でない   

Ames   ［OECD／HPVプログラムによる初期評価文書より引用］  

陰性  

TA98，TA100，TA1535，TA1537．＋／S9mix．100－1000FLg／plate．（Hayworthetal  

1983）   

染色体   ［既存化学物質安全性点検に係る毒性試験結果］   

異常   陰性  

純度99．5％．溶媒（DMSO¶懸濁）．CHL／IU．  

1．3mg／mL（10mM）まで実施した細胞増殖抑制試験の結果を参考に以下の濃度まで実施．  

－S9mix群：1．3mg／mL  

＋S9mix群：1．3mg／mL  

24時間処理群：1．3mg／mL  

48時間処理群：1．3mg／mL   

反復経口  既存化学物質安全性点検に係る毒性試験結果  

投与毒  

性・生殖  

発生毒性  99．8％  

併合試験  4投与群（10，40，150，600mg／kg）  

（ReproTb  なし  

Ⅹ）   NOEL  反復投与毒性二150mg／kg／day  

生殖発生毒性：600mg／kg／day   

‾丁軒J，   



推定根拠  反復投与毒性：  

体重J：600♂  

一般状態（削痩：600♀）  

血液学的検査（RBCl・Hb」・Hctl：600♂）  

血液生化学検査（γ－GTP†・BUN†・CRN†：600♂）  

尿検査（尿中RBC†・尿中WBC†：600♂）  

相対重量（牌†：600♂、腎†・副腎†：600♂♀）  

絶対重量（腎†：600♂♀）  

組織学的所見（腎尿細管上皮壊死及び過形成・髄質好中球浸潤・尿細管び  

まん惟拡張及び好塩基性化・皮質及び皮髄境界部の鉱質沈  
着・線維化、膀胱一粘膜上皮過形成、副腎一束状帯細胞空胞  

化：600♂♀、腎一近位尿細管空胞変性：600♀）  

生殖発生毒性：  

全群で特に毒性学的影響は認められていない  

他の毒性  なし  

回復性  

備考   反復投与毒性において尿検査の所見（異常結晶：150♂）が見られているが、  

それに関係する組織学的所見は認められていない。   

人健康影  染色体異常試験は陰性、反復投与毒性試験のNOELが150mg／kg／dayであり、また、   
響判定根  OECD／HPVプログラムの初期評価によるとAmes試験は陰惟であることから第二種監視   

拠   化学物質相当でない。   

藻類生長  生物種：蝕u（わム元血e′元肋5リムα叩J●ねね   

阻害試験  試験法：OECD－TG201（1984）  
培養方式：振とう培養  

純度：99．7％  

試験濃度：設定濃度 63、130、250、500、1000mg几  

実測濃度 62、130、260、510、1000mg几（算術平均値）  

助剤：なし  

72hEC50（設定値に基づく）＝950mg几  
72hNOEC（設定値に基づく）＝250mg／L   

ミシンコ  生物種：オオミジンコ戊pÅ〃適用βg刀β   

急性遊泳  試験法：OECD－TG202（1984）   

阻害試験  試験方式：止水式  

純度：99．7％  

試験濃度：設定濃度100、180、320、580、1000mg几  
実測濃度 99、190、330、590、1000mg几（算術平均値）  

助剤：なし  

48hEC50（設定値に基づく）＝1000mg几   

ミジンコ  生物種：オオミジンコ助郷血元＝m噺闇   

繁殖阻害  試験法：OECD－TG202（1984）   

試験   試験方式：半止水式、週に3回換水  

純度：99．7％  

試験濃度：設定濃度1．0、3．2、10、32、100mg几  

実測濃度 0．96、3．1、10、32、100mg几（算術平均値）  

助剤：なし  

21dNOEC（設定値に基づく）＝32mg几  

（参考）  

親ミジンコ21dLC50（設定値に基づく）＝9．6mg几  



魚類急性  生物種：ヒメダカ卸元g血ゆeβ   

毒性試験  試験法：OECD－TG203（1992）  
試験方式：半止水式、48時間後に換水  

純度：99．7％  

試験濃度：設定濃度 6．3、13、25、50、100mg几  

実測濃度 6．2、13、25、51、100mg几（算術平均値）  

助剤：なし  

試験上限濃度（100mg几）で影響が認められなかった。  

以下の濃度群において以Fのような毒性症状が認められた。  

100mg几群：遊泳不能（96hl／10）   

生態影響  藻類生長阻害試験において72hEC50＝950mg几、72hNOEC＝250mg几、ミジンコ急性   

判定根拠  遊泳阻害試験において48hEC50＝1000mg几、ミジンコ繁殖阻害試験において21dNOEC  
＝32mg／L、魚類急性毒性試験において試験上限濃度で影響が認められないことから、第  

三種監視化学物質相当でない。   

環境調査  検体   検出範囲   検出下限値  

※2   水質   S58   0／30  （2～4）〃g几  

底質   S58   0／30  （0．025～0．24）〃g／g・dry  

魚類  

大気  

その他  

備考   ※1化学物質の製造・輸入量に関する実態調査（平成16年実績）  
※2 S59版「化学物質と環境」（環境省環境保健部環境安全課）   
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既存化学物質審査シート  

官報公示  
CAS No. 

88，73‾3  

整理番号   

促結果  人健康影響第二種監視化学物質相当  

名称   名 称：0一クロロニトロベンゼン   

構造式等  分子量：157．55  

分子式：C6H4CINO2  

N02   

＼ミヽ  
Cl  

／ク   
用途   3¶－442として中間物、合成繊維等※l   

製造及び10，000～100，000t未満削   

輸入数量   

外観   淡黄色結晶～黄色透明液体   

分解性  難分解性   

蓄積性  高蓄積性でない   

国際的に評価された既存化′芋物質の評価   

情報源：OECD／HPVプログラムによる初期評価文書   

反復投与  ［マウス（B6C3Fl）、5週、混餌（50，500，5000ppm）］  
NOAEL：50ppm＊［♂：16mg／kg／day、♀：24mg／kg／day］  
推定根拠ニ500ppm［220mg／kg／dayl♀で体重増加量減少・摂餌量、500ppm［♂：167  

mg／kg／day、♀：220mg／kg／day］♂♀でCho†・肝重量増加・肝小葉中心性肝細胞肥大・  

肝酵素活性†  

（Bayer1991，1993）  

OECD／HPVプログラムによる評価結果☆   

変異原性  Ames試験：弱い陽性☆  

・陽性：TA98，mlOO．十／S9mix群．10－100011g／plate．（Haworthetal1983）  

・陽惟：TA98，TAlOO．＋／－S9mix＃．833．3－2073．6FLg／plate．（Bayer1984）  

・陽性：TA98，TAlOO．＋／S9mix群．39．1－10000〃g／plate．（JETOC1996）  

染色体異常試験（ほ乳類細胞invitro）：弱い陽性央  

・陰性：CHO細胞．10－100FLg／mL（S9mix），25－25011g／mL（＋S9mix）．8，12，21  
h．OECDGuide－1ine473（Huntingdon1988）  

・擬陽惟：CHO細胞．－S9mix．16－160［Lg／mL．14h．（NTP1993）  

・陰性：CHO細胞．－S9mix．47－216 〃g／mL．18．5h．（NTP1993）  

・陰性：CHO細胞．＋S9mix．50－50011g／mL．14h．（NTP1993）  

・弱い陽性：CHO細胞．＋S9mix．101－465，125－500／Jg／mL．13．6h．（NTP1993）  

OECD／HPVプログラムによる評価結果☆   

人健康影  OECD／HPVプログラムの初期評価によると、Ames試験及び染色体異常試験は弱い陽性、   

響判定根  反復投与毒性試験におけるNOAELは50ppm（換算値16mg／kg／day）であり、発がん性   

拠   もあることから第二種監視化学物質相当。   
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その他の  情報源：OECD／HPVプログラムによる初期評価文書   

毒性に関  がん原性：ラットで多臓器に、マウスで肝に腫瘍誘発   

する情報  生殖毒性：  

［ラット、13週、吸入］、［マウス、13週、吸入］  

雄生殖器のみ影響［マウス、強制経口、NTア継続繁殖法］  

NOAELfertility：160mg／kg／day（母体に一般毒性は見られたが、生殖毒性なし）  

発生毒性：  

［ラット］  

高濃度で高い死亡率のため、2濃度のみ評価  

NOAELmatern。1toxi。ity：25mg此g／day  

NOAELdevel。pm。ntal：決定できず（骨格変異の同腹子数の増加のため）  

［ラット］  

NOAELd。Vel。pmental：100mg／kg／day（母動物に毒性なし）   

環境調査  検体   検出範囲   検出下限値  

※2  水質   S50   0／95  （100）〃g几  

H3   0／156  （0．3）〃g几  

底質   H3   0／162  （0．023）〃g／g－dry  

魚類   H3   0／138  （0．0075）〃g／g－Wet  

大気   H3   3／54   14～45ng／m3   （7）ng／m3  

その他  

偏考  ※1化学物質の製造・輸入量に関する実態調査（平成16年実績）  

※2 S50、H4版「化学物質と環境」（環境省環境保健部環境安全課）   
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既存化学物質審査シート  

官報公示  
CAS No. 

l12●24－3  

整理番号  

j定結果   人健康影響第二種監視化学物質相当  

名称  名 称ニトリエチレンテトラミン   

構造式等   分子量：146．23  

分子式：C6H18N4  

H2N  H    N               NH2             H   
用途  中間物、接着剤、添加剤（紙用）等※1   

製造及び  

輸入数量  

外観  微黄色透明液体   

分解性   難分解性   

蓄積性   高蓄積性でない   

国際的に評価された既存化学物質の評価   

情報源：OECD／HPVプログラムによる初期評価文書   

反復投与   ［マウス、90日間、飲水（120，600，3000ppm）］  
NOAEL二600ppm＊［♂：92mg／kg／day、♀：99mg／kg／day］  

推定根拠：3000ppm［♂：443mg／kg／day、♀：483mg／kg／day］で体重増加1・腎1・  
組織学的変化［肺一間質炎症・牌一髄外造血克進・肝【門脈周囲脂肪浸潤・腎【細胞  

質空胞形成減少］（GreenmanD．L．etal．1996）  
［ラット、90日間、飲水（120，600，3000ppm）］  
子宮の拡張 3000ppm♀  

OECD／HPVプログラムによる評価結果＊  

※上記2試験において、 栄養学的に十分な銅を含有する2種類の基礎飼料（穀類ベースの  

飼料又は精製飼料）による試験が行われている。また、ラット・マウスともに被験物質  
を投与しない銅の量が不十分な精製飼料での試験も行われている。   

変異原性   Ames：陽性☆  

・陽性：rInlOO，TA1535．＋／刑S9mix群．用量不明．（Hedenstedt1978）  

・陽性‥TAlOO，TA1535，TA92．S9mix群．用量不明．比活性値479revノmg（TA92，  

一S9mix群）．（Warreneta11981）  
小核試験：陰性☆  

・マウス130－600mg／kg （GLP試験）  

・マウス1500，3000，6000mg／kg  

OECD／HPVプログラムによる評価結果☆  

※OECD／HPVプログラムの初期評価文書によると、invivo試験では変異原性はなく、遺  

伝毒惟を推定する根拠はないとされている。  

人健康  OECD／HPVプログラムの初期評価によると、Ames試験は陽性であり、90日間反復投与  

影響判  毒性試験におけるNOAELが600ppm（換算値92mg／kg／day）であることから、第二種  

定根拠  監視化学物質相当。  

そ の他  情報源：OECD／HPVプログラムによる初期評価文書  

の毒性  生殖毒性：  

に関す  ［ウサギ］   
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る情報  母体毒性濃度で胚毒性、催奇形性なし  

構造類似化合物は生殖毒性なし  

発生毒性：  

［ラット］75，375，750mg此g  

母胎影響、胎児影響なし［750mg耽gで僅かな胎児体重増加のみ］  

［ラット］830，1670mg此g  

NOEL：830mg此g、1670mg耽gで異常胎児増加［27／44fetus（69．2％）］  

［ヒト］  

ウイルソン病治療薬として使用（当該化学物質の二塩化物）  

女性患者（6妊婦／4人）、400・800mg、3回／日、120ケ月：流産、胎児異常なし、6  

胎児は異常なく成長   

環境調査  検体   検出範囲   検出下限値  

※2  水質   H15   0／39  （8）〃g几  

底質  

魚類  

大気  

その他  

備考  ※1 化学物質の製造・輸入量に関する実態調査（平成16年実績）  
※2 H16版「化学物質と環境」（環境省環境保健部環境安全課）   
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既存化学物質審査シート  

官報公示  CASNo・89‾63‾4  

整理番号   

」定結果  生態影響第三種監視化学物質相当  

名称  名 称：4一クロロー2－ニトロアニリン  

構造式等  

H2N   。2Nク、  
Cl   

用途   3407として中間物、添加剤（樹脂用、色素［塗料、顔料］用）等※－   

製造及び  

輸入数量   

外観   橙色結晶性粉末   

分解性  難分解性   

蓄積性  高濃縮性でない   

藻類生長  生物種二乃e【〟わ血i血刀e壷肋5〟ム“p血ね   

阻害試験  試験法：化審法TG（2006）  
培養方式：振とう培養  

純度：99．9％  

試験濃度：設定濃度1．0、2．2、4．6、10、22mg几  

実測濃度1．0、2．1、4う、9．9、22mg／L（算術平均値）  

助剤二なし  

72hEC50（実測値に基づく）＝8．5mg／L  

72hNOEC（実測値に基づく）＝2．1mg／L   

ミジンコ  生物種：オオミジンコ軸血刀血皿∂g刀∂   

急性遊泳  試験法：化審法TG   

阻害試験  試験方式：止水式  

純度：99．9％  

試験濃度：設定濃度 0．50、1．0、2．0、4．0、8．Omg几  

実測濃度 0．53、1．0、2．0、4．2、8．3mg／L（算術平均値）  

助剤：なし  

48hEC50（実測値に基づく）＝4．2mg几   
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魚類急性  生物種：ヒメダカ 卸元gムゆeβ   

毒性試験  試験法：化審法TG  

試験方式：止水式  

純度：99．9％  

試験濃度：設定濃度 4．6、6．8、10、15、22mg几  
実測濃度 4．5、6．8、9．9、15、22mg几（算術平均値）  

助剤：なし  

96hLC50（実測値に基づく）二17mg几  

以下の濃度群において以下のような毒性症状が認められた。  

4．5mg几群：遊泳異常（24hlO／10、48hlO／10、72hlO／10、96hlO／10）  

6．8mg几群：遊泳異常（24hlO／10、48hlO／10、72hlO／10、96hlO／10）  

9．9mg／L群：遊泳異常（24h7／10、48h5／10、72h4／10、96h4／10）  
横転（24h3／10、48h5／10）  

横転かつ腹部膨満（72h6／10、96h6／10）  

15mg几群：遊泳異常（24h4／8、48bl侶、72hl侶、96hl／8）  
横転（24h4／8、48b7侶、72h3／8、96h3／8）  

横転かつ腹部膨満（72h4／8、96h4／8）   

生態影響  藻類生長阻害試験におい て72hEC50＝8．5mgnJ、72hNOEC＝2．1mg几、魚類急性毒性試   
判定根拠  験において96hLC50＝17mg几であるが、芳香族アミンを構造中に有し、かつミジンコ急  

性遊泳阻害試験において48hEC50＝4．2mg／Lであることから第三種監視化学物質相当。   

環境調査  検体   検出範囲   検出下限値  

※2   水質   S53   0／24  （0．1～0．88）〃g／L  

底質   S53   0／15  （0．02～0．0292）〃g／g－dry  

魚類  

大気  

その他  

備考   ※1 化学物質の製造・輸入量に関する実態調査（平成16年実績）  
※2 S54版「化学物質と環境」（環境省環境保健部環境安全課）   
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既存化学物質審査シート  

官報公示  CASNo・101●20‾2  

整理番号   

判定結果  生態影響 第三種監視化学物質相当   

名称  名 称二3，4，4’－トリクロロジフェニル尿素  

構造式等  

C■ 

1；0；C一   N     N            Cl  
H  H   

用途  
製造及び  

輸入数量  

外観   白色粉末   

分解性  難分解惟   

蓄積性  高濃縮性でない   

藻類生長  生物種：乃e〃（わ血元通月e壷肋5Uムα岬ノね由   

阻害試験  試験法：化審法TG（2006）  

培養方式：振とう培養  

純度：99．8％  

試験濃度‥設定濃度 0・0013、0．0028、0．0060、0．013、0．028、0．060、0．13mg几  

実測濃度 0・0014、0．0036、0．0074、0．017、0，胴1、0．058、0．12mg几  

（幾何平均値）  

助剤：なし  

72hEC50（実測値に基づく）＝0．046mg几  

72hNOEC（実測値に基づく）＝0．0014mg几   

ミジンコ  生物種：オオミジンコ 頻血由皿∂g刀β   

急性遊泳  試験法：化審法TG   

阻害試験  試験方式：止水式  

純度：99．8％  

試験濃度‥設定濃度 0．0071、0．010、0．014、0．019、0．027、0．037mg几  

実測濃度 0．0058、0．0080、0．011、0．015、0．021、0．028mg几（算術平均値）  

助剤：なし  

48hEC50（実測値に基づく）＝0．016mg几   

魚類急性  生物種：ヒメダカ 伽元β血ゆeg   

毒性試験  試験法：化審法TG  

試験方式：半止水式、24時間毎に換水  

純度：99．8％  

試験濃度：設定濃度 0．033mg几（限度試験）  

実測濃度 0．031mg几（算術平均値）  

助剤二なし  

溶解限度で影響が認められなかった。   

生態影響  魚類急性毒性試験において溶解限度で影響が認められないが、藻類生長阻害試験において   

判定根拠  72hEC50＝0・046mg几、72hNOEC＝0．0014mg几、ミジンコ急性遊泳阻害試験において  
48hEC50＝0．016mg几であることから第三種監視化学物質相当。   
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試験用水溶解度：  

藻類培地：0．13mg几、ElendtM4medium：0．037mg几、脱塩素水道水‥0．033mg几  
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既存化学物質審査シート  

官報公示  CASNo．108－87－2  

整理番号   

定結果  生態影響 第三種監視化学物質相当  

名称  名 称：メチルシクロヘキサン  

構造式等  

用途  

製造及び  

輸入数量  

外観   無色透明液体  

分解′性  難分解性  

蓄積性  高濃縮性でない  

藻類生長  生物種：乃eと〟わ血血刀e乃古仏5Uム（7∂pJ－ね由  

阻害試験  試験法：化審法TG（2006）  

培養方式：振とう培養（密閉系）  

純度：99．8％  

試験濃度：設定濃度 0－32、0．60、1－2、2．2、4－2、8．Omg／L  
実測濃度 0．014、0．030、0．067、0．13、0．21、0．35mg几（時間加重平均値）  

助剤：アセトン100mg／L  
72hEC50（実測値に基づく）二0」i4mg／L  

72hNOEC（実測値に基づく）＝0．067mg几   

ミジンコ  生物種：オオミジンコ ∠ねβ血ノ云戯βg刀∂  

急性遊泳  試験法：化審法TG  

阻害試験  試験方式：半止水式、24時間後に換水  

純度：99．8％  

試験濃度：設定濃度 0．050、0．10、0．20、0．40、0．80mg／L  

実測濃度 0．037、0．080、0．15、0，30、0．60mg／L（時間加重平均値）  
助剤：アセトン100〃Ⅰ．／L  

48hEC50（実測値に基づく）＝0．33mg几   

魚類急性  生物種：ヒメダカ 0ゥ官由5血と如eg  

毒性試験  試験法：化審法TG  

試験方式：半止水式、24時間毎に換水  

純度：99．8％  

試験濃度：設定濃度 2．0、3．6、6．3、11、20mg／L  

実測濃度 0．64、1．2、2．0、3．3、7．3mg／L（時間加重平均値）  

助剤：アセトン100〃L／L  

96hLC50（実測値に基づく）＝2．1mg／L  

以下の濃度群において以下のような毒性症状が認められた。  

1．2mg几群：遊泳異常（24hl／10、48h2／10、96h3／9）  

遊泳不能（72hl／10）  

2．Omg几群‥遊泳異常（24h6／10、48h7／10、72h6／8、96h4／7）  

遊泳不能（96h3／7）   
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既存化学物質審査シート  

官報公示  CASNo・lll‾78－4  

整理番号   

判定結果  生態影響第三種監視化学物質相当  

名称   名 称：1，5－シクロオクタジュン   

構造式等   

用途  

製造及び  

輸入数量  

外観   極薄い黄色透明液体   

／ ／ク  

分解性  難分解性   

蓄積性  高濃縮性でない   

藻類生長  生物種：蕗e〃（わ血九功刀e壷肋g〟ム印南由   

阻害試験  試験法：化審法TG（2006）  

培養方式：振とう培養（密閉系）  

純度：99．6％  

試験濃度：設定濃度1．0、3．2、10、32、100％（100mg几で調製した水性画分（WAF））  

実測濃度 0．39、0．93、3．5、12、44mg几（幾何平均値）  

助剤：なし  

72hEC50（実測値に基づく）二8．2mg／L  

72hNOEC（実測値に基づく）＝0．93mg几   

ミジンコ   生物種：オオミジンコ 軸ムm占用∂g刀∂   

急性遊泳  試験法二化審法TG   

阻害試験  試験方式：半止水式（密閉系）、24時間後に換水  

純度ニ99．6％  

試験濃度二設定濃度 0．25、0．50、1．0、2．0、4．0％（100mg几で調製した水性画分（W））  

実測濃度 0．20、0．37、0．63、1．3、2．6mg几（幾何平均値）  

助剤：なし  

48hEC50（実測値に基づく）＝0．87mg几   
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魚類急性  
毒性試験  

生物種：ヒメダカ 仇：咋血g血毎eg  

試験法：化審法TG  
試験方式：半止水式（密閉系）、24時間毎に換水  

純度：99．6％  

試験濃度：設定濃度 5．9、8．9、13、20、30％（100mg几で調製した水性画分（WAF））  

実測濃度 3．5、5．0、6．9、11、18mg几（幾何平均値）  

助剤：なし  

96hLC50（実測値に基づく）＝13mg几   

以下の濃度群において以下のような毒性症状が認められた。  

3．5mg／L群：遊泳異常（72hl／8、96hl／8）  

5．Omg几群：遊泳異常（24h2／8、48h2侶、72h4侶、96b5／8）  

6．9mg／L群：遊泳異常（24h4／8、48h5／8、72h5／8、96h5／8）  

遊泳不能（72hl／8、96hl／8）  

11mg／L群：遊泳異常（24h4侶、48h5／7、72h5／7、96h4／6）  

遊泳異常かつ呼吸異常（24h2侶）  

遊泳不能（24hl侶、48h2／7、72h2／7、96h2／6）  

藻類生長阻害試験において72hEC50＝8．2mg几、72hNOEC＝0．93mg几、魚類急性毒性試  
験において96hLC50＝13mgnJであるが、ミジンコ急性遊泳阻害試験において48hEC50＝  

0．87mg几であることから第三種監視化学物質相当。  

生態影響  

判定根拠  

試験用水溶解度：  

藻類培地：70mg几、脱塩素水道水：87mg几（ミジンコ急性遊泳阻害試験）、81mg几（魚  
類急性毒性試験）  
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既存化学物質審査シート  

官報公示  CASNo・764，13．6  

整理番号   

判定結果  生態影響第三種監視化学物質相当  

名称  名称：2，5ジメチルヘキサ¶2，4－ジェン   
構造式等  

ク／′ノク   

用途  

製造及び  

輸入数量  

外観   無色透明液体   

分解性  難分解性   

蓄積性  高濃縮性でない   

藻類生長  生物種二乃eu（わムk通月e壷肋β〟ムc叩ノねね   

阻害試験  試験法：化審法TG（2006）  

培養方式：振とう培養（密閉系）  

純度：97，0％（不純物 ヒドロキノンモノメチルエーテル含有率不明）  

試験濃度：設定濃度 9．5、14、20、30mg几  

実測濃度1．7、2．5、3．5、4．7mg／L（幾何平均値）  
助剤：DMFlOO〟L／L  

72hEC50（実測値に基づく）＞4．7mg／L  

（2う、：i．5、4．7mg几区でそれぞれ9．2、13．7、38．7％の影響が認められた。）  

72hNOEC（実測値に基づく）＝1．7mg／L   

ミジンコ  生物種：オオミジンコ旬A〃長m∂g刀∂   

急性遊泳  試験法：化審法TG   

阻害試験  試験方式：止水式（密閉系）  

純度二97．0％（不純物 ヒドロキノンモノメチルエうル含有率不明）  

試験濃度：設定濃度1．0、1．8、3．2、5．6、10mg几  

実測濃度 0．90、1．6、2，9、5う、9．1mg／L（時間加重平均値）  

助剤：DMFlOO〃L几  

48hEC50（実測値に基づく）＝4．2mg／L   

魚類急性  生物種：ヒメダカ 伽元g血ゆeg   
毒性試験  試験法：化審法TG  

試験方式：半止水式（密閉系）、24時間毎に換水  

純度：97．0％（不純物 ヒドロキノンモノメチルエーテル含有率不明）  

試験濃度：設定濃度1．0、1．5、2．2、3．2mg／L  

実測濃度 0．97、1う、2．1、3．1mg几（時間加重平均値）  

助剤：DMFlOO〃L／L  

96hLC50（実測値に基づく）＝2．6mg几  

以下の濃度群において以下のような毒性症状が認められた。  

1．5mg几群：遊泳異常（24h5／10、48h6／10、72h6／10、96h6／10）  

2．1mg几群：遊泳異常（24hlO／10、48h8／8、72h8／8、96h8侶）   
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既存化学物質審査シート  

官報公示  CASNo・4067●16‾7  

整理番号   

判定結果  生態影響第三種監視化学物質相当  

名称  名 称：ペンタエチレンヘキサミン  

構造式等  

H2N  H                    H   N              N              NH2                   N                N  
H  H   

用途  

製造及び  

輸入数量  

外観   黄色粘性液体   

分解性  難分解性   

蓄積性  

藻類生長  生物種：乃e〟（わ血刀e力古曲βぴぁ（沼p血由   

阻害試験  試験法二化審法TG（2006）  
培養方式：振とう培養  

純度：83．5％  

試験濃度＝設定濃度 0．050、0．10、0．21、0．44、0．92、2．Omg／L  

実測濃度 0．043、0．086、0．19、0．41、0．80、1．9mg／L（ばく露開始時）  

助剤：なし  

72hEC50（実測値に基づく）＝0．42mg／L  
72hNOEC（実測値に基づく）＝0．072mg几  

①毒性値の算汁＝こ当たって純度換算を行っている。   

ミジンコ   生物種‥オオミジンコ月叩ム〃Jムm∂g刀a   

急性遊泳  試験法：化審法TG   

阻害試験  試験方式：止水式  

純度：83．5％  

試験濃度‥設定濃度1．5、2．9、5．5、10、20mg几（pH調整あり）  

実測濃度1．3、2．8、4．4、10、21mg几（時間加重平均値）  
助剤二なし  

48hEC50（実測値に基づく）＝8．OmgrL  

①毒性値の算出に当たって純度換算を行っている。   
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魚類急性  

毒性試験  

生物種：ヒメダカ 秘方血ゆeβ  

試験法：化審法TG  
試験方式：半止水式、48時間後に換水  

純度：83．5％  

試験濃度：設定濃度 20、42、89、190、  

実測濃度 20、44、87、190、  

助剤：なし  

96hLC50（実測値に基づく）＝210mg几  

400mg几（pH調整あり）  
390mg几（時間加重平均値）  

以下の濃度群において以下のような毒性症状が認められた。  

44mg几群：外観異常（48hl／10、72bl／10、96h2／10）  

遊泳異常（72h3／10）  

87mg几群：外観異常（48hl／10）  

遊泳異常（72hl／10）  

190mg几群＝外観異常（48h2／10、72hl／8、96hl／8）  

遊泳異常（72hl侶、96hl／8）   

①毒性値の算出に当たって純度換算を行っている。  

魚類急性毒性試験において96hLC50＝210mg几であるが、藻類生長阻害試験において72b  
EC50＝0．42mg／L、72hNOEC＝0．072mg几であり、脂肪族アミンを構造中に有し、かつ  
ミジンコ 急性遊泳阻害試験において48hEC50＝8．O mg／Lであることから第三種監視化学  

物質相当。  

生態影響  

判定根拠  
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既存化学物質審査シート  

官報公示  CASNo・250578．38’2  

整理番号   

判定結果  人健康影響 第二種監視化学物質相当【平成14年2月14日告示済み】  

生態影響 第三種監視化学物質相当   

名称  名 称：［3（2エチルヘキシルオキシ）プロピルアミン］トリフェニルホウ素（Ⅲ）  
構造式等  

t；  H2H2  

ゝd 
H2 H2C－C－C－CH3  ／  

刊   

B＋H2N－（CH2）3－○‾C‾CH ；一  心   

用途  

製造及び  

輸入数量  

外観   白色固体   

分解性  難分解性   

蓄積性  高濃縮性でない   

人イ建康影  第二種監視化学物質相当【新規化学物質として審議済み】   

響判定根  

拠   

藻類生長  生物種：βe5mO（ねぶm〟ββ〃ム5pJぬ血β   

阻害試験  試験法：OECD－TG201（2006）   
※l   培養方式：振とう培養  

純度：99．5％  

試験濃度：設定濃度 0．063、0．13、0．25、0．50、1，Omg几  

実測濃度 0．067、0．14、0．27、0．56、1．Omg几（幾何平均値）  

助剤：なし  

72hEC50（実測値に基づく）＝0．39mg／L  

72hNOEC（実測値に基づく）＝0．27mg几   

ミジンコ   生物種：オオミジンコ 月叩血元皿∂g刀∂   

急性遊泳  試験法：OECD－TG202（2004）   

阻害試験  試験方式：止水式   

※1   純度：99．5％  

試験濃度：設定濃度 1．0×10・5、1．8×10う、こ∋．2×10‾5、5．6×10‾5、1．0×10・4、1．8×10－4、  

3．2×10‾4、5．6×10▼4、1，0×103 mg／L  

実測濃度 7．5×10・6、1．4×10‾5、2．4×10‾5、4．2×10‾5、7．5×10‾5、1．4×10－4、  

2・4×10▼4、4・2×10二4、7・5×10－4 mg几（推定値）  

助剤：なし  

48hf】C50（実測値に基づく）＝5．4×1け4mg几  

①設定濃度が定量■「限値を下回っているため、飽和溶液の実測濃度から各濃度区の被験物  

質濃度を推定している。   
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魚類急性  

毒性試験  

※1  

生物種：ニジマス0〃C廟d打g癖  

試験法：OECD－TG203（1992）  

試験方式：半止水式、24時間毎に換水  

純度：99．5％  

試験濃度：設定濃度 0．010、0．032、0．10、0．32、1．Omg瓜  

実測濃度 0．0059、0．017、0．066、0．23、0．65mg几（幾何平均値）  

助剤：なし  

96hLC50（実測値に基づく）＝0．15mg几  

藻類生長阻害試験において72hNOEC＝0．27mg几であるが、72hEC50＝0．39mg几であり、  

ミジンコ急性遊泳阻害試験において48hEC50＝5．4×10■4mg几、魚類急性毒性試験におい  

て96hLC50＝0．15mg几であることから第三種監視化学物質相当。  

生態影響  

判定根拠  

※1 有害性情報の報告によって提出されたデータ。  
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